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日本で報告されている幼児対象の科学教育は自然体験や観察などの生物分野の内容が多 く,我々の知る
限りでは,物理 ・化学分野での実践であると定義できる事例は少ない。海外では体系的な実践が報告 され
ているが,日 本での小中学校 との連続1生を考慮するとそのままの形での導入は難 しい。そこで,我 々の身
近にある物質や物体,現 象に注 目させなが ら保育園で行 うことを目的とした科学教育プログラム 「スポイ
ト遊び」を開発 し実験教室の実践 とその評価にも取 り組んだので報告する。
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1.研究の背景
幼児に対する理科教育は,幼 稚園教育要領1)や保育
所保育指針2)の領域 「環境」の中で,「身近な事象を見
たり,考えた り,扱ったりする中で,ものの性質や数量,
文字などに関する感覚を豊かにする」 と取 り上げられて
いる。またその内容 として 「自然に触れて生活 し,その
大 きさ,美 しさ,不思議 さに気付 く。」や 「生活の中で,
様々な物に触れ,その性質や仕組みに興味や関心を持つ」
などの表現で書かれている。すなわち,こ の 「環境」の
ねらいに小学校の生活科,理 科に関連する内容が含まれ
ていることか ら,幼児期の学びから科学的な繋が りを意
識 した活動を行 うことで小学校の生活科や理科,中 学校
理科での授業にも潜在的に関連性を持たせることも期待
できる3～5)。
ある保育園で訪問実験教室の講師をつ とめた際に保育
士か ら直接話を聞く機会を得た。この保育園では園の日
常活動では,自然 との触れ合いや飼育、植物を使った遊
びなど生物分野を中心に行われているが,そ れ以外の科
学関連分野の活動であると認識 して取 り組んでいる活動
はあまりないとのことであった。公益財団法人ソニー教
育財団が科学教育に取 り組む幼児教育施設の活動に関す
る公募結果をまとめた実践事例集6～9>においても,紹介
されている取 り組みの5割程度は生物分野である。物理
分野 も一部取 り扱われているが,紙飛行機や影の色など,
一 目で小中学校の理科学習 と直接関連 しているとは認識
で きない内容が多い。また,幼稚園や保育園が科学体験
教室を行 う場合,外 部の経験者へ依頼するケース も見受
けられる。複数の科学館のホームページを閲覧すると,
小学生などが科学分野への興味関心を高めるための体験
内容をそのまま幼児に対 して行っている形の科学教室の
募集が行われている。但 し,募集 されている幼児対象科
学体験プログラムが,ど こまで,幼児向けにアレンジさ
れているかは不明である。例えば 確認できた内容 とし
て,シ ャボン玉やスライム,空気砲などがある。 これら
は小学校以降の理科学習 との関連が薄いと考えられる。
現職中学校理科教員である筆頭著者は,2000年から3
年間地元の科学館に勤務 しサイエンスショーや実験教室
を担当 していたことか ら,現在で も年間15回程度,サ
イエ ンスショーや実験教室の講師依頼を受けている。主
に小学生以上 を対象とするイベ ン ト講師依頼が多かっ
た。2012年以降は,幼 稚園や保育園での実験教室の依
頼が年2,3回以上ある。2000年当時か らも,科学館な
どでは,幼児を含む親子連れがサイエンスショーを参観
することも多かったため,幼稚園や保育所、科学館等に
おける幼児向け科学教室な どの実施に対す る潜在的な
ニーズを感 じてきた。最近活動の中で,地元保育園の依
頼 を受け,「幼児 に対 して幼児用に工夫 した」科学実験
や科学遊 びのプログラムを実施 したところ大変好評で
あった。この実践 より,幼児は生活 と関連する内容に特
に強い興味を持つ と感 じたため,そ れ以降い くつかの
テーマを開発 した。それらをその都度,対 象に合わせて
プログラムを改良 し,保育園での実践を重ね,ノ ウハウ
を蓄積 してきた。この活動の中で,幼児向けのプログラ
ムが少ないことを感 じてきた。また,幼児向けに使 うこ
とができる定番 となる評価方法 も少ないことを感 じてき
た。そのため,こ れらの実践知を統合 して幼児に対する
科学教育プログラム 「浮 き沈み」を開発 し,実践 とそこ
から得 られる幼児の学びに関する評価方法の研究に取 り
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組んだ1°)。この研究では,幼児の科学体験に関する興味
関心 を複数の観点か ら分析 し評価を行 った。すなわち,
(1)保護者によるアンケー ト調査,(2)幼児の絵の分析,
(3)保育士への聞 き取 り,お よび(4)幼児のつぶや き
等の発話分析などを組み合わせて分析 した結果,幼児が,
我々が提供 した科学教室(50分の内容で体系化 した科
学教育プログラム)に強い関心を持つことが分かった。
2.研究の目的
これまでの研究で用いた幼児の興味関心を分析評価す
る手法の有効性については今後の実践での評価を積み重
ねる事が必要である。
本研究では,小学校以降の理科授業で利用する機会が
多い理科実験器具である 「スポイ ト(ピペッ ト)」に注
目したプログラムを開発 と,保育園における実践 と体験
した幼児の興味関心に関する評価を行った。 この際 既
に科学教育プログラム 「浮 き沈み」でその効果を検証 し
ている保育士のアンケー トや幼児の絵,保 育士への聞き
取 り,幼児のつぶやきなどを組み合わせる手法で行い,
プログラムの有効性 と評価方法の有用性について検討 し
た。
3.科学教育プログラム 「スポイ ト遊び」の開発と実践
幼児向けプログラムの開発に当たっては,特定の指導
者のみが担当できる内容ではなく,保育士や幼稚園教諭,
科学館職員がこれまでの経験を活かして実施することが
可能な内容が望ましいと考えた。また,評価方法につい
ても,これまでの研究を踏襲 し1°),多くの場面で活用で
きる方法であることを確認する。実践に用いる教材教具
は,日本国内のどこでも入手可能かつできる限り幼児の
身近なものを使 うこととし,安全かつ再現性が高い実験
ができること,更には,小 中学生への接続を考慮 し,次
のような実施方針を設定 した。
① 幼児向け科学教育プログラム 「スポイ ト遊び」を
構築 し,保育園で試行する。
② ①の試行を受け,保育士のアンケー トや幼児の絵,
保育士への聞き取 り,幼児のつぶや きなどを組み合
わせる手法で幼児の反応の評価を行い,プ ログラム
と評価方法の有効性や内容の評価,教 育的効果を測
定する。
このプログラムの作成に当たっては,筆頭筆者 と第2,
第3著者が担当 した。
3.1プログラムの内容
今回開発 した科学教育プログラム 「スポイ ト遊び」は,
小学生対象の実験教室でスポイ トを使った際 小学生の
兄弟 と共に参加 した幼児がスポイ トをお もちゃとして遊
んでいる姿か ら発案 した内容である。落合 らによると幼
時期 は手先の技能発達段階である11,12)。技能の発達段
階では、扱 う器具によってその発達の仕方は大 きく変
わっている。この手先の技能発達段階にある幼児にとっ
て初めて扱 うスポイ トの操作は結構難 しく,小学校での
理科実験で必要 とされる操作,例 えば,た くさんの水を
吸い込もうとしたり,1滴ずつ水滴を落 とそうした りす
る操作には,ち ょっとした操作の工夫に加えて,指先の
力の微妙な調整 も必要である。また,ス ポイ トを使 う
際に,水 か らスポイ トの先端が離れると水がスポイ ト
の中に留 まらないで落ち出て しまうと考える幼児 も多
く,水を持ち上げた際にスポイ トの先端が上になるよう
に180℃回転させ,液 溜め(ヘ ッド)の部分を下にして
使 う様子 も多々観察された(図1)。この様子は中学生 ・
高校生 ・大学生にも散見 される誤概念による誤操作であ
る。幼児の日常生活の中では決 して体験することはない
が,与えられた科学体験(遊び)の中でスポイトを使い(そ
して,慣 れる)こ と
は,指 先 でスポイ ト
のヘ ッドを押す力の
微 調整 を行 うこ と
や,圧力による水の
動 きや水の表面張力
などの水の性質につ
いて体験的に学び考
える機会 にもな り,
小学校以降の理科学
習につながる内容 と
なるのではないかと
考えた。
開発 したプログラ
ムは,以下の①～⑤
および図2の通 りで
あり,その実験風景
を図3,4に示 した。
0
図1.誤 ったスポイ トの持 ち方
スポイ トを初めて見る幼児 もいるため,幼児全員
に配布 した後,何 に使 うか考えさせる。
② スポイ トの使い方を説明する。幼児に対 して水の
入ったプラスチックコップを全員に配布 し,スポイ
トを使い別の容器に移す操作を体験 させる。
③ 講師が操作方法を説明する過程で,ス ポイ トの操
作には2通り(水を吸い上げた後,ス ポイ トを逆 さ
にする操作 と逆 さにしない操作)が あることを気付
かせ,自 分が どちらの使い方をしたのかを思い出さ
せる。続いて,ス ポイ トを逆 さにしなくても水はこ
ぼれないことを確認 させる。
④ スポイ トを使 う練習 として,シリコーン製の型(容
器)に 水を入れる練習を行わせる。できるだけ少な
い回数で水を型に入れたり,型から水が こぼれない
ように型に水を入れたりする工夫など幼児が興味 を
持って作業できるように構成を配慮する。
⑤ スポイ トで水滴 を一滴ずつ落 とす体験 をするた
め,水性マジックで印をつけた濾紙を配布する。ス
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ポイ トを使って,水 を一滴ずつ落 とし,水滴の大 き
さで水の広が り方が変わることを体験 させる。
スポイ トで水遊び
スポイ トで水を吸 う動作は子どもにとって面白い作業のようです。実験教室などでも楽
しそうに水を吸った り出したりする様子を見ることができます。でもスポイトの使い方は
結構難しいです。たくさんの水を吸い込もうとしたり,1滴ずつ水滴を落とそうしたりする
とちょっと工夫しなければいけません。また指先の力の微妙な調整も必要になります。 ど
んな工夫をすればいいのか,考えてみましょう。
また,ス トロー でも水を落とさないで運ぶことができます。これがスポイトと同じ仕組
みです。ストロー とスポイ トを比べながら使い,スポイ トは口の部分を下にしたまま持ち
上げても水は落ちないことを知 り,同様の仕組みがストローで体験しましょう。
指導のポイン ト
○スポイ トを逆さにしなくても水が落ちないことを体験させる。
○同様の仕組みをス トロー でも体験する。ストローは,一方の口を閉じると水は落ちない。
○指先で水の量を調節するのは5歳児には難しいと思います。
展開例
時間
20
25
分
活動
①スポイ トを見せ何に使う道具か考えさ
せる。
②スポイ トで水を吸い上げ,他の容器に移
すときに使えることを知らせる。
③スポイ トの使い方が2つあることを確
認する。幼児がどちらだったのかを手を
挙げさせて確認する。
⑤スポイ トを使う練習にグミ型に水を入
れる練習をする。
※⑥ストロー でも水が落ちなくなる方法
があることを知る。
⑦スポイ トで水を吸い,紙の上に落とし見
える様子を確認させる。
⑦まとめ
教師の支援(○)、評価(◎)、指導目標(●)
01人1つ のスポイ トを配る。
・スポイ トの役割を自由に発言させる。
・水を入れたプラスチックコップを配り水を吸
い上げさせる。
・大きいスポイトを使ってスポイトの使い方の
説明を行う。
・「スポイトを逆さにして水を移す」「スポイト
を逆さにしないで水を移す」の二っの動作
・スポイトは逆さにしなくても水が落ちないこ
とを確認する。
・たくさん水を吸うためにはどうしたらいいか
を考えさせても良い。
・水をぼたっと一滴ずっ落とす練習も行う。
・説明・演示 遊び(グミ}
※ ・透明ス トローを使 う。
・ス トローを 口にくわえ,水 を吸わないよ う
に伝える。
・水を落とす量で色の広がり方が変わることを
伝える。
※の部分は時間によって省略
図2.幼児向け科学プログラム 「スポイ ト遊び」
図4.ス ポイ トを使う様子
3,2対象
平成27年12月22日に福井県内保育園の5歳児(幼
児25名)を 対象 として当該保育園において本プログラ
ムを用いた科学体験教室を実施 した。
3.3プ ログラムの実践
幼児向け科学教育プログラム 「スポイ ト遊び」 を,筆
頭筆者が講師とな り実施 した。時間は30分程度であっ
た。なお,当 該保育園保育士3名がプログラム評価担当
者 として参観 した。
図3.科学教室の様子
3.4実践の評価 とその方法
このような活動を行った場合,小 学生以上であれば,
本人にアンケー トを書かせることで評価指標 を得ること
ができるが,5歳児は,自分の感想を文字で書 き表す こ
とができない場合 も多 く,同様の手法をとることは難 し
い。そのため次の方法により得た評価指標を組み合わせ
て分析する評価手法を試みた。
① 参観 した保育士による幼児の観察 ・見取 りの結果
と感想を科学教室終了後にインタビュー
② 保護者に家庭で幼児に対 して聞き取 りなが ら記入
してもらったアンケー ト
③ 教室終了後に幼児が描いた絵の観察点分析
4.実践結果の分析
アンケー トの分析にあたっては筆頭筆者,第4筆者が
担当した。
4.1保育士による観察
保育士へのインタビューの回答の幼児の評価に関連す
る部分 を抜 き出し,分類 したものを図5にまとめた。保
育士の観察から,幼児は講師の指示をよく聞いて活動に
取 り組んでいたことが分かる。実践後の保育士による観
察内容を分類すると,「幼児の反応⊥ 「活動内容」,「感想」
に分けることができた。これ らを統合すると,次の3点
にまとめた抽出が可能である。
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《幼児の反応 》
・先生の指示が子 どもたちによ く伝わっていた。
・初 めて見 るスポイ トだ った と思 うが試行錯誤の後,
水 を吸い上げることが 出来,何 回 も吸った り出 した
りしていた。
・先生の話 をよく聞いて,グ ミの トレイ型を楽 しみな
から,ウ サギやハー トの型に色水 をスポイ トで入れ
ていた。水 が丸 くなることや プルプル感 も楽 しんで
いた。
・水が溢れる と器用 に,ス ポイ トで吸って コップに戻
していた。 トレイの色 と色水が合 わさり違 う色 にな
ることも楽 しんでいた。
・「スポイ トの頭 を押す と水が入 って く～」「注射?」
「ここに水入 れてチ ュー ってする～」 と,少 しずつ
観察 し試 しなが ら自分たちな りに楽 しみを見つけて
いた。
・発見 した ことを素直に喜んでいた。スポイ トを使 っ
て水の量 を加減するためには集中 しないとで きない
が本当によく集中 して取 り組んでいた。
・工夫 した り言葉で思いを表 した りしなが ら,最 後 ま
で取 り組 む姿勢 に感心 した。慎重に指の力 を加減 し
て,1滴 を作 ることが出来ていた。
・「知 りたい ・やってみたい」 という気持ちの方 向性
がひとつ にな り,長 い時間集 中していた姿が印象的
だった。
《活動内容》
・なかなか使 うことのない物なので新鮮で良かった。
・指先の力 を加減 して試すこと,身 近なものを使って
集 中して取 り組め る内容が良か った。一人 に一つず
つあったことで集中力が持続で きていた。
・次々 と遊びが展開 し,面 白さが増 してい く取 り組み
だったので好奇心 を掻 き立てられ集 中も保たれてい
たのだ と思 う。見てい る側 も引 き込 まれる面白さが
あった。
《感想》
・全員がわくわ く感を持ち,目 を輝かせ集中 し,「もっ
と知 りたい」「どうなるんだろう」 とい う,す ごい
意欲を見せて くれていたことが嬉 しく感心 した。
・子 どもたちが教え合 った り,手 を挙 げて発表 した り
す る積極的な姿 に驚 いた。「知ってる」 ということ
は大切でそれを言葉 で一生懸命に伝 えようとする姿
に子 どもたちの力を感 じた。
・「経験 した事 は残る。記憶のみの知識は忘れる」 と
言 っていた言葉が心 に響いた。
・いつ もはクラスをまとめ生活を進めてい く進行係 と
いう位置 にいるが,ク ラスの雰囲気や育って きてい
る姿 もう少 し環境 を整えなが ら過 ごしてい くと良
い事な どを見つ けることができ,と て も充実 した時
間が過 ごせた。
図5.保育士による幼児の観察
(1)幼児の興味関心に関する回答
「何回も吸ったり出 した りしていた」,「水が丸 くな
ることやプルプル感 も楽 しんでいた」,「違 う色になる
ことを楽 しんでいた」,「自分たちなりに楽 しみを見つ
けていた」,「発見 したことを素直に喜んでいた」,「長
時間集中していた」などが挙げられている。
(2)体験の重要性 を示す回答
「指先の力を加減 して試す こと⊥ 「慎重に指の力 を
加減 して⊥ 「1人に1つずつ道具が準備 されていたこ
とで集中力が持続」,「次々と遊びが展開し,お もしろ
さが増 していく取 り組み」などが挙げられている。す
なわち,保育士は,幼児の反応① と体験②に注 目して
観察 していることが分かる。
(3)幼児の成長を振 りかえる機会
「クラスの雰囲気や育ってきている姿,も う少 し環
境を整えなが ら過 ごしていくとよいことなど見つける
ことができ」 という表現から担任の幼児たちの成長の
様子 と課題を発見する機会になっていることも確認で
きる。
これら保育士のインタビュー調査 とその分析から,保
育士は本プログラムが幼児にとって有効であると考えて
いることが分かる。保育士の視点からスポイ トを使 う体
験は,指先の力を加減する必要があるなど,幼児の実態
(手先の発達の支援)に も合っている取 り組みであると
考えている。 また,こ のように保育士以外が保育園での
活動を分担することについても意義 を見いだしているこ
とが分かった。
4.2保護者アンケー ト
図6,図7に保護者アンケー トをまとめた。幼児は文
字で感想を書 くことができないこと,興味関心が変化 し
やすいので,評 価 しづ らいことか らプログラム終了後,
アンケー トを保護者に配布 し,自宅で保護者が幼児から
聞き取 りを行う形で実施日か ら2週間程度の期限付 きア
ンケー トを実施 した。
図6は保育園でのことを実施当日に家で話したことにつ
いての調査結果の比較である。普段と同程度かそれ以上の
幼児が家で科学教室のことを話している事が読み取れる。
図6.保 護者アンケー トQ1とQ2の比較
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●実験や結果について23名(100%)
・ハー トや星や草の形の箱 にスポイ トで色の水 を入れ
た ら赤い色 などになったこと。画用紙 に,マ ジ ック
で丸 を描いて水 をつけた らどうなるか見たことを話
して くれた。
・紙 に色水の絵 とスポイ トの絵 を描いて水 が回って く
る様子を説明 したり,型 の中にスポイ トで水を上手
に入れた といっていました。
●実践意欲2名(9%)
・家 に帰 るとす ぐに実験 を私に も見せた くて材料 を探
した りしてい ました。 とて も集中 していた ようで,
上手にお話 しして くれました。
マ ジックの上 に水 を垂 らしたのが きれいだった。楽
しかった。家でもやってみたい。
●不思議 ・驚 き3名(13%)
・色水 を黄色いゴムのウサギの形の中に入れたのが楽
しかった。 ゴムの ウサギの所 にいれた時に,ゼ リー
みたいにぷるぷるしていたのが不思議 だった。
●友達 とのこと1名(4%)
赤色の水 に青色の水 を入れた ら,お 友達が紫色に変
わったことを驚いて くれたこと(←嬉 しかったようで
す)。
図7.保 護者 による幼児の聞き取 りA!=23
図7は保護者による幼児の聞き取 りの内容 を分類 し,
代表的な意見を抜粋 し整理 したものである。家で話をし
たすべての幼児が実験内容やその結果について話をして
いる。またその他に,家 でもやってみた,や ってみたい
と 「実践意欲」を感 じる内容に幼児2名が触れていた。
現象 を見た感想で,「不思議 ・驚 き」 といった楽 しい以
外で述べている幼児は3名であった。これらの分類は以
前行った 「浮 き沈み」の内容分析で も取 り上げた分類で
ある。以前なかった分類で,今 回の実践で出現 した分類
として,「友達 とのこと」に触れる内容である。本実践
はすべての幼児に1人1組の実験セ ットを配布 して行っ
た内容であったが,1つの実験 は簡単な実験であったた
め,何度か実験をする中で,グ ループ内でお互いの活動
(実験)を 見せ合う場面があったため出てきた言葉であ
ると考えている。
4.3幼児の絵の分析
科学体験教室後に,幼児に科学教室での絵 を描かせた。
それぞれの幼児が実験で印象に残っているものを描いて
いると考えられ,そ の一例を図8に示す。 この絵に主 と
して表現されている内容は,「人物(幼児,講 師)」,「実
験装置」であり,他の幼児による絵 と共通する。
人物は,「クラス全体」(描かれた人物が5人より多い
場合),「グループ」(机の周 りを含む5人程度),「自分」(講
師以外の人物が1名の場合)の3つ のパ ターンと,「講師」
図8.幼 児の絵の例
表1.幼 児の絵の分析 ハ1ニ19
絵に描かれた人物
実験
装置 絵の中心
パ
タ
ー
ン
クラス
全体
グル ープ
自分
のみ 講師
1 2 一 一 2 2 クラス全体
11
111
1V
V
V1
一 15 一
6 6 実験装置
2 2 グループ
一
5 実験装置
1 グループ
1 一 グループ
Vll 2 2 実験装置
合
計
2人
11%
15人
79%
2人
11%
11人
58%
18人
94%
(白衣や眼鏡の人物)に 分けて分析調査 した。
「実験装置」は容器やスポイ トが描いてあるかである。
実験装置の分類は幼児の絵から判断することが困難であ
るため分けていない。また絵の中心に描いてあるものも
記録 した。
これ らの観点に従い,19枚の絵の内容 を分析 した結
果が表1であ り、大 きく7パターンに分類 できた。iは
グループより多い人数 ほぼクラスの全員 と実験器具な
どを描いていた。科学体験教室 を全体 として捉えてい
る。ii～viは自分のグループと同人数を描いたグループ
である。活動を班活動 として捉えているか,班活動が印
象に残っていると考えられる。 このグループでは多 くの
幼児が机 を囲んで活動する様子 を描いていた。viの1名
以外は全員が実験器具なども描いていて,科学体験が印
象に残っていると考えられる。viは個人の机 と水の入っ
たコップのみを描いていた。viiは自分 と机 実験器具の
みを描 き,他人 との関わりは絵には表れていなかった。
79%の幼児がグループ程度の人数を描いていた。す
なわち,机 を取 り囲んで実験 している様子を描いている
絵が多かった。11%の幼児がクラス全員を描いていた。
そのうち,そ れぞれの机や実験装置なども含めて細かく
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描いていた幼児は94%であった。11%の幼児は,「自分
のみ」または 「自分 と講師」を描いていた。本実験は学
級全体で進行 しなが らもグループ実験を行った。実験中
グループでお互いに実験の様子を見せ合 う場面 もあった
ためグループ活動の意識が強 くあり,このような結果 と
なった と考 えられる。講師を描いた幼児は58%であっ
た。以前行 った 「浮 き沈み」プログラムの場合,87%
の幼児が講師を描いていたのに比較すると少なくなって
いる11)。演示が全体の半分程度を占める 「浮き沈み」の
プログラムに比較すると、「スポイ ト遊び」のプログラ
ムが演示中心ではなく,幼児の実験や体験中心のプログ
ラムであったことがその一因であると考えられる。
実験装置については幼児の94%が描いている。幼児
が実験に対 して強い印象が残る内容であったためと考え
られる。
幼児の絵から,科学体験プログラム 「スポイ ト遊び」
の実践を行 うことにより,その活動の中において,①実
験装置,② グループ活動,③ 講師,に興味を示 したと考
えられる。
5.まとめと今後の課題
幼児 は熱心に 「科学教育 プログラム スポイ ト遊び」
に参加 していた。実験を行 うことだけでなく,グループ
で活動することなどそれぞれに楽 しみを持って実践に参
加 していたことが分かる。
本実践を通 して,次の①,②のことが明らかになった。
① 保育士の見取 りや保護者アンケー ト,幼児の絵の分
析か ら判断すると,幼児はスポイ トを使った科学体験
に強い興味を示す。また,本 プログラムは,ス ポイ ト
を使 う体験によって水の動 き自体や,指 先の力を加減
する必要があるなど,幼児の実態(発 達段階)に合っ
ている取 り組みであると考えられる。
② 保護者アンケー トと幼児の絵を併用することで幼児
の活動を評価できる可能性や評価指標 として使える可
能性がある。
保育士の見取 りや保護者アンケー ト,幼児が描いた絵
を使った幼児の活動分析を,幼児の科学教育プログラム
の評価の為に継続 して行っているが,幼 児の興味関心を
評価することに有効であることを感 じている。今後 も継
続的に評価法を探 りなが ら,幼児向け科学教育プログラ
ムの開発 とその実践お よび評価を行 うことで、各プログ
ラムの比較や幼児の興味の比較などを行っていくことが
できると考えている。
本研究からす ぐに小学校の生活科や理科,中 学校理科
の授業改善に繋がる取 り組みを行 うことはできないが,
小中学校でも見 られる誤概念によるスポイ トの誤操作に
ついて把握することができた。幼児期から小学校 までの
科学教育の繋が りと発達段階を考慮 した科学教育 を考察
することや中学校理科教育の授業改善への活用が可能か
検討 していきたい。
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保護者アンケー ト
2015年12月22日
実験講師 月僧 秀弥
科学遊び教室アンケー ト
本日は科学遊びの教室を実施しました。
この教室の中でいくつかの科学遊びをしました。子ども達が科学に触れる機会につい
て、保育園での活動の様子のほか、お家でのお子さんの様子も教えていただきたく、ア
ンケートをお願いしております。
〈実施した科学遊び〉
○スポイ ト遊び
〈アンケー ト>
1)お子さんは,家 でいつも保育園での様子をお話 ししますか。
[は い
2)お 子さんは,今 回の科学遊び教室について家でお話 ししましたか。
[は い
あればどのようにお話 していたか具体的に書いてください。
・ い い え]
・ い い え]
3)お 子様の日頃の遊びの中で身のまわりのものを使 って遊んだり,家 の周りにある
もので遊んだり楽 しんだりする様子は見られますか。
[は い ・ いいえ]
「3)で,は い」の場合,ど のような事で遊んでいるか具体的に書いてください。
4、 フ つ 也
自由にお書きください。
し(_,冒 、 ・(_,巳 、心
ありがとうございました。
このアンケー トは1月12日 までに提出をお願いいた します
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